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（今後の見通し） 

当社は、2019 年 3 月期通期業績予想において、本治験の実施に伴う費用を見込んでおります。今後

当社の業績に重大な影響を与える新たな事実が判明した場合は、速やかにお知らせいたします。 

 
 

※1 尋常性白斑とは 

 尋常性白斑は、後天的にメラノサイトが破壊されることにより、メラニン生成が停止または低下し皮膚が脱色されます。患者

 数は、国内で約 15 万人と推定されています。 

※2 まだら症とは 

  まだら症は、先天的な遺伝子異常により、額や腹部、膝関節などに対称性の白色斑を有することが特徴です。患者数は、国内

 で数千人と推定されています。 

※3 「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」（2014 年 11 月施行）にもとづいた基準。 
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